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地域観光の推進について

観光振興部地域観光課



広域観光の推進（広域観光推進事業費補助⾦）

⽬ 的

地域⾃らが観光資源を磨き上げ、１泊以上滞在することができる観光地づくりを推進するため、誘客・集客の
促進や受⼊体制づくりなどに取り組む地域の各広域観光組織を⽀援し、地域の⾯的魅⼒を⾼めるための地域コー
ディネート機能の強化を図る。加えて地域が主体的に取り組む博覧会を⽀援することで、広域観光組織が⾃律的
に活動することができるよう取り組みの加速化を図る。

※地域博覧会とは

広域観光の推進を目的とした地域が主
体となって計画、実施する新たな催し
・開催期間：原則６ヶ月以上

・開催エリア：産振計画で定める広域ブロック以上

の地域

【Step1. 創設期】
（⾏政⼜は任意団体）

広域内の⾯的魅⼒を⾼める。

【Step2.成⻑期】
（任意団体 → 法⼈）

・地域としての魅⼒をＰＲし、
誘客を図る。
観光素材 整

組織強化のイメージ

誘客・集客の促進 受⼊体制づくり

広域連携組織の自律的運営へ地域博覧会
の開催※

・観光素材の整理、ＰＲ
・周遊コースの作成など

・観光素材の整理、ＰＲ
・受注体制の確⽴（旅⾏⼿配が

可能）
・旅⾏商品の造成 など

■観光商品づくり・セールス活動

観光商品のプラン企画、マー
ケティング、販売（提案）等

誘客 集客の促進 受⼊体制づくり

■ワンストップ窓⼝機能の充実

観光客、旅⾏会社、地域事業
者等に対するワンストップ窓
⼝機能

■⼈材の育成

体験メニュー実施者等、地域
の受⼊団体のスキルアップ

■観光情報の発信

圏内市町村や関係団体等の観
光情報の収集と広域観光情報
の⼀元的な発信

・地域が取り組む観光政策の企画・⽴案
・観光素材や体験プログラムの内容を磨き上げ
・旅⾏商品の造成
・セールス活動の連携（助⾔）
・販売強化のための窓⼝としての⽀援 など

・新たな観光資源の造成や既存の
観光商品の特別な演出
・プロモーションやセールス活動
・地域観光の担い⼿の育成

広域観光の推進の取り組みを支援 組織力強化の加速化を支援

（１）広域観光推進事業【既存：観光拠点等整備事業費補助⾦から組替】
⽬的：地域⾃らが観光資源を磨き上げ、１泊以上滞在することができる観光地づくりを

推進する

＜その他の⽀援メニュー＞
①観光アドバイザーによる⽀援 （4,806千円）

地域のニーズや課題に応じて、広域組織に求められる機能
を果たしていくために 具体的なアドバイスや実践⽀援

制度の概要

推進する。
対象事業：情報発信やセールス活動等、広域的な観光振興に資する取組
補助先：広域観光協議会等
補助率： １／２以内（2,000千円以内）

（２）地域博覧会開催⽀援事業【新規】
⽬的：地域博覧会の開催による地域への誘客促進、観光地としての認知度の向上や観光

地としての受⼊体制の整備 さらに広域組織のコ ディネ ト機能の強化を推進

を果たしていくために、具体的なアドバイスや実践⽀援
（セールス等）

②観光⼈材育成塾「とさ旅セミナー ステップアップ研修」実施
（16,534千円）

地域の事業者と連携し、観光商品づくりやセールスなどの
実践を通じて広域組織の取組を担う地域観光の核となるリー

地としての受⼊体制の整備、さらに広域組織のコーディネート機能の強化を推進
する。

対象事業：博覧会実施及び開催準備に係る経費（⼈件費は除く）
補助先：広域観光協議会もしくは広域観光協議会が中⼼となって構成された団体
補助率：１／２以内（10,000万円以内）

実践を通じて広域組織の取組を担う地域観光の核となるリ
ダーの育成

観光コンベンション協会による⽀援
モニターツアーや着地型商品づくり等の⽀援
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平成２５年度とさ旅セミナーと広域観光の推進

【三策】広域観光の推進
（地域コーディネート組織の機能強化） ■誘客・集客の促進 ■受⼊体制

・観光商品づくり セールス活動 ・ワンストップ窓⼝機能の充実
支援 め

ざ

＜県＞①観光アドバイザー
②広域観光推進補助金

＜コンベンション協会＞

※プログラムの詳細は検討中

「とさ旅セミナー ステップアップ研修」の実施

■⽬ 的：地域博覧会等の地域を売り込む企画づくりを通じて、地域リーダーの育成を図り、広域観光の推進につなげる

【
五
策
】

・観光商品づくり、セールス活動 ・ワンストップ窓⼝機能の充実

・観光情報の発信 ・⼈材の育成

地域観光のリ ダ と

ざ
す
姿

広
域
組
織
が
地

＜ ン ンション協会＞
①地域観光プロデューサー
②受入部・誘致部（セールスキャラバン等）
③プロモーション部（広報関係）

⽬ 的：地域博覧会等の地域を売り込む企画 くりを通じて、地域リ ダ の育成を図り、広域観光の推進に なげる
■対象者：今後、広域で活動していくリーダーの⽅々（広域協議会、観光協会、観光事業者（ H24とさ旅セミナー参加者等）
■概 要：県内３ブロックにおいて、地域の状況に応じたプログラムを実施
■期 間：平成２５年４⽉〜平成２６年３⽉

人
材
の
育
成
（
地
域
観

地域観光のリーダーと
して、広域組織の活動
への参画

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
⼀

東部地域（ブロック：安芸）※詳細検討中
テ マ 地域博覧会の開催に向けた事業の推進 幡多地域 観光キ ペ 取組 調査

中部地域（ブロック：物部川・⾼知市、嶺北、仁淀川、⾼幡）※詳細検討中
テ 地域を売り込む企画づくり

観
光
を
担
う
人
づ
く

ふりかえり
（全体）

効果測定と
ＰＤＣＡの
実践

体
と
な
っ
て
活
動
す
る

・テーマ：地域博覧会の開催に向けた事業の推進
・対象者：H24とさ旅セミナー（コアメンバー）、安芸広域
・具体的な内容：①顧客視点で思考するスキル ②地域博覧会のコンセプトイメージ・基本⽅針たたき台の作成 ③コアイベント案等の作成

④受⼊体制の⽅針づくり プロモーション ⑤地域マネジメント ⼒ （① ⑤は中部地域と共通開催）

H24

幡多地域の観光キャンペーンの取組み調査

・テーマ：地域を売り込む企画づくり
・対象者：各ブロック５名程度
・具体的な内容：顧客視点で思考するスキル、地域を売り込む⼿法、商品づくり、地域マネジメント⼒

第１回
顧客視点で地
域の価値を理
解する

り
）

第２回
⽬指すべき地域
の将来像を描く
・地域の将来ビ

第３回
地域の特性を活か
した観光商品づく
り（１）

第５回
効果的なプロモー
ション
・地域の個性と強

第４回
地域の特性を活か
した観光商品づく
り（２）

実践

・各地域の
成果発表
・今後の展開

など

る
こ
と
で
、
地
域
が
⾃

第６回
販売体制づくりと
地域マネジメント
・ワンストップ窓

H24
とさ旅
セミナー

地域資源
マーケティ
ング調査
観光商品

など 解する
・地域のポジ
ショニングや
ターゲット等
の明確化
※東部と
共通開催

・地域の将来ビ
ジョンを考え、
具体的な実践策

につなげる

り（１）
・H24セミナープ
ランの磨き上げ、

新商品の検討

・地域の個性と強
みの効果的な情報
発信

り（２）
・プランの作成

⾃
律
的
に
観
光
商
品
を
⽣

・ワンストップ窓
⼝機能の強化
・サービス品質の
向上
・域内の連携調整
※東部と
共通開催

など

幡多地域の観光キャンペーンの取組み調査

観光
商品

⻄部地域（ブロック：幡多）※詳細検討中
・テーマ：幡多地域の観光キャンペーンの推進 ・対象者：幡多地域の観光キャンペーンに取組んでいる地域のリーダー

・具体的な内容：①観光キャンペーン全体の進捗管理を通して プロジェクトマネジメント⼿法を学ぶ

⽣
み
出
し
、
販
売
活
動

テストマーケティング（実践編）
①雑誌等でのプロモーション ②⼀般客を対象にしたモニターツアー ③旅⾏会社等へのセールス

【１策・２策】 核となる観光拠点の形成 観光資源の発掘・磨き上げ 拠点の形成、資源の磨き上げ等へのハード・ソフトでの支援

【４策】 効果的な広報・セールス活動の推進 エリアキャンペーンの展開 ４～９月（仁淀川、嶺北、高知市） ７～１２月（高幡、四万十・足摺） １０～３月（室戸ｼﾞｵ・東部、物部川）

・具体的な内容：①観光キャンペーン全体の進捗管理を通して、プロジェクトマネジメント⼿法を学ぶ
②グループ会議等での旅⾏商品化へのアドバイス等を通じて、商品企画⼒をアップさせる
⼿法：企画広報グループ会議等での講義（プロジェクトマネジメント講座）及び会議の場のファシリテート

動
を
⾏
っ
て
い
る

Ｈ２６プロモーション
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